
世界的にインフレ再燃が警戒される中、4月の物価
統計を受けて米国でも利上げ観測が台頭した。さら
に、5月の米雇用統計が予想を上回る雇用増を示し
た結果、主要通貨に対してドルは全面高となってい
る。ドル円も介入警戒感から上値は重いものの、足
元では160円台での定着を伺っているようだ（図
1）。ユーロは対ドルでは軟調に推移する一方、円
安を支えに対円では底堅さを保っている（図2）。

6月に予定される主要3中銀の金融政策を展望すると、
まずECBは11日に利上げを決める可能性が高い。た
だし、ラガルド総裁は不芳な景況感を踏まえ、慎重
なガイダンスを示そう。ユーロドルは材料出尽くし
感から1.15を割り込むとみられ、間接的にドルを支
えそうだ。日銀についても、利上げが確実視されて
いる。ただ、年内2回の利上げが織り込み済みであ
る上、インフレ再燃により短期の実質金利（＝政策
金利－インフレ率）もマイナス圏にとどまる見通し
だ。さらに、他の主要中銀も利上げ姿勢に転じてお
り、対外金利差の縮小も見込みにくい。植田総裁は
利上げ継続方針を示しつつも、追加利上げの時期に
ついては慎重に言葉を選ぶだろう。利上げが円高を
誘発する可能性は低いと考えられる。また、国債買
い入れ減額を一時停止する場合、金融緩和の長期化
が連想され、円安に作用する可能性があり、要注意
だ。一方、FRBは政策金利を据え置くものの、声明
文から次の政策変更が利下げとも読める文言を削除
するとみられる。ウォーシュ議長の会見内容を確認
する必要はあるが、FOMCの軸足は「労働市場（景
気）への配慮」から「インフレ警戒」へ移りつつあ
り、それは政策金利見通し（ドットチャート）の上
方修正に現れよう。FOMCがタカ派に傾いたとの受
け止めから利上げ観測が強まり、FOMC後、ドルが
堅調に推移しそうだ。ドル高が進めば、本邦当局の
介入効果も薄れかねない。介入がいつ行われても不
思議ではない為、相場の乱高下には要注意だが、市
場の関心は次第に一昨年の高値である161.95円へ向
けられよう。もっとも、AIブームに沸いた株式相場
がFRBのタカ派シフトを嫌気して調整色を強めるリ
スクがある（図3）。さらに、原油価格が高止まり
しているほか、インドネシアルピアなど一部のアジ
ア通貨の下げ幅が広がっており、市場がリスク回避
的となる可能性もある。円の買い戻しが誘発され、
ドル円が下落するリスクにも一応の警戒が要る。
（6月10日8時脱稿）

「高まる１６１円９５銭再来の蓋然性」 外国為替アナリスト 内田 稔

ＣＣＩアセットパートナーズ 相場・マーケット情報
２０２６年６月

■当資料は、情報提供を目的として、CCIアセットパートナーズが作成したものです。特定の運用商品等の売買を推奨・勧誘するものではありま
せん。■当資料にもとづいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が
含まれる場合、それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信憑性が高い
と判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

足もとの振り返り

当面の見通し


	スライド 1�

